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の解説ページ（p.295）を参照してください。 
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令和４年中の火災件数は 3,953件で、前年と比べて 14件（0.36％）増加しました。最近 30年間を見ると、

火災件数が平成 18年に6,000件を下回って以降、２年連続での増加となりました。 

焼損床面積は 21,974㎡で、前年と比べて 5,486㎡増加し、１日当たりの焼損床面積は 60.2㎡でした。 
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住住宅宅かからら出出火火ししたた火火災災

①①逃逃げげ遅遅れれたた住住民民のの救救助助状状況況（（２２月月））

②②２２階階のの窓窓かからら噴噴出出すするる火火炎炎のの状状況況（（３３月月））

令令和和４４年年中中のの火火災災

住住宅宅かからら出出火火ししたた火火災災

①①逃逃げげ遅遅れれたた住住民民のの救救助助状状況況（（２２月月））

②②２２階階のの窓窓かからら噴噴出出すするる火火炎炎のの状状況況（（３３月月））

令令和和４４年年中中のの火火災災



p.1 トピックス
p.179 第７章 １ 住宅火災

住住宅宅かからら出出火火ししたた火火災災

③③住住宅宅１１階階及及びび２２階階のの延延焼焼状状況況（（３３月月））

④④住住宅宅１１階階玄玄関関付付近近のの延延焼焼状状況況（（３３月月））



住住宅宅かからら出出火火ししたた火火災災

⑤⑤住住宅宅２２階階のの窓窓かからら噴噴出出すするる火火炎炎のの状状況況（（６６月月））

住住宅宅かからら出出火火ししたた火火災災

⑤⑤住住宅宅２２階階のの窓窓かからら噴噴出出すするる火火炎炎のの状状況況（（６６月月））



住住宅宅かからら出出火火ししたた火火災災

⑥⑥防防火火造造住住宅宅のの延延焼焼状状況況（（７７月月））

住住宅宅かからら出出火火ししたた火火災災

⑥⑥防防火火造造住住宅宅のの延延焼焼状状況況（（７７月月））



住住宅宅かからら出出火火ししたた火火災災

⑦⑦電電子子レレンンジジででささつつままいいももをを
長長時時間間加加熱熱ししたたたためめ出出火火ししたた火火災災（（６６月月））

⑧⑧ガガスステテーーブブルル（（ここんんろろ部部））でで加加熱熱ししたたまままま
そそのの場場をを離離れれたたたためめ出出火火ししたた火火災災（（１１２２月月））

住住宅宅かからら出出火火ししたた火火災災

⑦⑦電電子子レレンンジジででささつつままいいももをを
長長時時間間加加熱熱ししたたたためめ出出火火ししたた火火災災（（６６月月））

⑧⑧ガガスステテーーブブルル（（ここんんろろ部部））でで加加熱熱ししたたまままま
そそのの場場をを離離れれたたたためめ出出火火ししたた火火災災（（１１２２月月））



住住宅宅かからら出出火火ししたた火火災災

⑩⑩充充電電中中ののモモババイイルルババッッテテリリがが
電電池池内内部部でで短短絡絡ししてて出出火火ししたた火火災災（（９９月月））

⑨⑨家家具具背背面面ににああるるママルルチチタタッッププのの
トトララッッキキンンググにによよりり出出火火ししたた火火災災（（４４月月））

住住宅宅かからら出出火火ししたた火火災災

⑩⑩充充電電中中ののモモババイイルルババッッテテリリがが
電電池池内内部部でで短短絡絡ししてて出出火火ししたた火火災災（（９９月月））

⑨⑨家家具具背背面面ににああるるママルルチチタタッッププのの
トトララッッキキンンググにによよりり出出火火ししたた火火災災（（４４月月））



共共同同住住宅宅かからら出出火火ししたた火火災災

②②ブブタタンンガガスストトーーチチババーーナナののボボンンベベ接接続続部部かからら
漏漏洩洩ししたた可可燃燃性性ガガススにに引引火火ししたた火火災災（（４４月月））

①①電電気気スストトーーブブにに
可可燃燃物物がが接接触触ししてて出出火火ししたた火火災災（（１１月月））

p.1 トピックス
p.179 第７章 １ 住宅火災

共共同同住住宅宅かからら出出火火ししたた火火災災

②②ブブタタンンガガスストトーーチチババーーナナののボボンンベベ接接続続部部かからら
漏漏洩洩ししたた可可燃燃性性ガガススにに引引火火ししたた火火災災（（４４月月））

①①電電気気スストトーーブブにに
可可燃燃物物がが接接触触ししてて出出火火ししたた火火災災（（１１月月））

p.1 トピックス
p.179 第７章 １ 住宅火災



共共同同住住宅宅かからら出出火火ししたた火火災災

④④共共同同住住宅宅８８階階のの延延焼焼状状況況（（６６月月））

③③ベベラランンダダででたたばばここのの吸吸いい殻殻をを不不適適当当
なな処処にに捨捨ててたたたためめ出出火火ししたた火火災災（（５５月月））

共共同同住住宅宅かからら出出火火ししたた火火災災

④④共共同同住住宅宅８８階階のの延延焼焼状状況況（（６６月月））

③③ベベラランンダダででたたばばここのの吸吸いい殻殻をを不不適適当当
なな処処にに捨捨ててたたたためめ出出火火ししたた火火災災（（５５月月））



飲飲食食店店かからら出出火火ししたた火火災災

②②飲飲食食店店のの厨厨房房かからら出出火火ししたた火火災災（（１１００月月））

①①延延焼焼中中のの飲飲食食店店にに進進入入すするる状状況況（（９９月月））

p.198 第７章 ２ 飲食店



p.221 第７章 ９ 事務所

事事務務所所かからら出出火火ししたた火火災災

①①ココーードドのの折折れれ曲曲ががりりにによよりり
短短絡絡ししてて出出火火ししたた火火災災（（８８月月））

②②テテーーブブルルタタッッププののトトララッッキキンンググ
にによよりり出出火火ししたた火火災災（（８８月月））

p.221 第７章 ９ 事務所

事事務務所所かからら出出火火ししたた火火災災

①①ココーードドのの折折れれ曲曲ががりりにによよりり
短短絡絡ししてて出出火火ししたた火火災災（（８８月月））

②②テテーーブブルルタタッッププののトトララッッキキンンググ
にによよりり出出火火ししたた火火災災（（８８月月））



ホホテテルルかからら出出火火ししたた火火災災

作作業業場場かからら出出火火ししたた火火災災

p.205 第７章 ４ 旅館・ホテル・宿泊所

p.214 第７章 ７ 工場・作業場

ホホテテルル２２階階のの客客室室かからら出出火火ししたた火火災災（（８８月月））

作作業業場場１１階階及及びび２２階階のの延延焼焼状状況況（（３３月月））

ホホテテルルかからら出出火火ししたた火火災災

作作業業場場かからら出出火火ししたた火火災災

p.205 第７章 ４ 旅館・ホテル・宿泊所

p.214 第７章 ７ 工場・作業場

ホホテテルル２２階階のの客客室室かからら出出火火ししたた火火災災（（８８月月））

作作業業場場１１階階及及びび２２階階のの延延焼焼状状況況（（３３月月））



車車両両かからら出出火火ししたた火火災災

p.237 第７章 13 車両

①①駐駐車車中中のの二二輪輪車車のの延延焼焼状状況況（（５５月月））

②②高高速速道道路路をを走走行行ししてていいたた
トトララッッククのの延延焼焼状状況況（（1111月月））

車車両両かからら出出火火ししたた火火災災

p.237 第７章 13 車両

①①駐駐車車中中のの二二輪輪車車のの延延焼焼状状況況（（５５月月））

②②高高速速道道路路をを走走行行ししてていいたた
トトララッッククのの延延焼焼状状況況（（1111月月））



令令和和４４年年中中のの特特徴徴的的なな火火災災

①①建建物物延延焼焼状状況況とと消消火火活活動動のの状状況況（（1122月月））

②②鎮鎮火火後後のの状状況況（（1122月月））

令令和和４４年年中中のの特特徴徴的的なな火火災災

①①建建物物延延焼焼状状況況とと消消火火活活動動のの状状況況（（1122月月））

②②鎮鎮火火後後のの状状況況（（1122月月））



死死傷傷者者がが発発生生ししたた火火災災

②②住住宅宅11階階及及びび２２階階のの延延焼焼状状況況（（５５月月））

①①出出火火ししたた居居室室のの焼焼損損状状況況（（３３月月））



電電気気設設備備機機器器かからら出出火火ししたた火火災災

①①金金属属製製ハハンンガガーーとと差差込込みみププララググがが
接接触触しし、、短短絡絡ししてて出出火火ししたた火火災災（（８８月月））

電電気気設設備備機機器器かからら出出火火ししたた火火災災

①①金金属属製製ハハンンガガーーとと差差込込みみププララググがが
接接触触しし、、短短絡絡ししてて出出火火ししたた火火災災（（８８月月））



電電気気設設備備機機器器かからら出出火火ししたた火火災災

②②可可燃燃ごごみみととししてて廃廃棄棄さされれたた
ポポーータタブブルル電電源源かからら出出火火ししたた火火災災（（1100月月））

p.119 第３章 ６ 電気設備機器

電電気気設設備備機機器器かからら出出火火ししたた火火災災

②②可可燃燃ごごみみととししてて廃廃棄棄さされれたた
ポポーータタブブルル電電源源かからら出出火火ししたた火火災災（（1100月月））

p.119 第３章 ６ 電気設備機器



社社告告品品かからら出出火火ししたた火火災災

①①社社告告品品のの電電動動アアシシスストト自自転転車車ののババッッテテリリがが
電電池池内内部部でで短短絡絡ししてて出出火火ししたた火火災災（（９９月月））

p.156 第４章 ５ 社告品から出火した火災

②②充充電電ししてていいたたババッッテテリリのの焼焼損損状状況況（（９９月月））

社社告告品品かからら出出火火ししたた火火災災

①①社社告告品品のの電電動動アアシシスストト自自転転車車ののババッッテテリリがが
電電池池内内部部でで短短絡絡ししてて出出火火ししたた火火災災（（９９月月））

p.156 第４章 ５ 社告品から出火した火災

②②充充電電ししてていいたたババッッテテリリのの焼焼損損状状況況（（９９月月））



火火災災のの原原因因調調査査

①①建建物物火火災災のの現現場場見見分分状状況況（（３３月月））

②②車車両両火火災災のの鑑鑑識識見見分分状状況況（（1122月月））

火火災災のの原原因因調調査査

①①建建物物火火災災のの現現場場見見分分状状況況（（３３月月））

②②車車両両火火災災のの鑑鑑識識見見分分状状況況（（1122月月））



凡 例

１ この書籍「火災の実態」は、東京消防庁管轄区域（稲城市及び島しょ地域を除いた東京都全区域）に

おける火災について原則として令和４年中の統計を分析しています。

２ 本書に記載されている「令和４年中」とあるものは、「令和４年１月から 月まで」を示しています。

３ 本書に記載されている法令名は、次により略称を用いています。

法 消防法（昭和 年法律第 号）

政令 消防法施行令（昭和 年政令第 号）

危政令 危険物の規制に関する政令（昭和 年政令第 号）

条例 火災予防条例（昭和 年東京都条例第 号）

４ 表中の符号の用法は、次のとおりです。

０または該当数字のないもの

▼ 減少を示したもの

５ 本書に記載されている小数点の数値または損害額（千円）にあっては四捨五入しており、個々の数値

の和が合計と合致しない場合があります。

６ 事例に記載されている「○○造 △／×」とあるものは、「建物構造 地上△階、地下×階建て」の

建物を示しています。

７ 事例に記載されている「延べ面積」は概数を表記しています。



トピックス 1 

                                               

トピックス 

住宅に潜む出火危険 

１ はじめに 
住宅火災件数及び焼損床面積は 30 年前と比較すると大きく減少しています。その理由としては、

住宅用火災警報器の設置の義務化、家庭用ガスこんろの調理油過熱防止装置等の設置の義務化、喫

煙率の低下や加熱式たばこの普及によるたばこ火災の減少、防犯カメラの設置による放火の減少等

様々な火災予防対策、社会情勢、生活様式の変化が複合的に影響していることが考えられます。し

かしながら、令和４年中の状況をみると、住宅火災の件数及び焼損床面積は建物から出火した火災

の約６割を占め、住宅火災による死者数はほとんどを占めています。本書では例年「第７章 出火

用途別火災状況 １ 住宅火災」において住宅火災の状況について掲載していますが、詳しい出火
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３ 住宅火災の出火原因 
住宅における一日の行動の例を図２に示します。住宅における人の行動や、住宅で使用している

電気製品やガス機器などの生活用品には、様々な出火危険が存在します。 

最近 10 年間における住宅火災の出火原因の推移を見たものが図３です。令和４年中における住

宅火災 1,606 件の出火原因の内訳をみるとガステーブルが 245 件で最多、次いでたばこが 229 件、

放火（疑い含む。）が 122 件、電子レンジが 58 件、電気ストーブが 55 件となっています。出火原

因の上位３つであるガステーブル、放火、たばこは、過去 10 年間においても多く発生しています。

何れも減少傾向にありますが、放火は、ガステーブル及びたばこに比較すると減少率が高くなって

います。一方、プラグ及びコンセントの火災は増加しています。また、電子レンジ、充電式電池及

びブタンガストーチバーナの火災は近年急激に増加しています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起床する。 
ガステーブルのこんろで卵焼きを、グリルで焼き魚を調理する。 
電気ケトルで湯を沸かしてコーヒーを飲む。 
コードレス掃除機で掃除後、バッテリを充電する。 
使い終わったスプレー缶の廃棄のため、ガス抜きをする。 
掃除で出たごみを屋外のごみ置き場に捨てる。 
電子レンジで冷凍食品を調理する。 
ソファーに座り、たばこを吸う。 
電動アシスト自転車で外出する。 
自宅に戻る。 
電動アシスト自転車のバッテリを充電する。 
スマートフォンを充電する。 
天ぷらを調理する。 
刺身の表面をガストーチバーナで炙る。 
寝室の電気ストーブをつける。 
入浴する。 
ドライヤーをコンセントに接続して髪を乾かす。 
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図２ 住宅における一日の行動の例 
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３３  出出火火原原因因別別のの火火災災状状況況  
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令和４年中にガステーブルのこんろ部で発生した火災をみたものが表３です。「放置・忘れる」

は、天ぷら調理のための植物油や煮物等の食材を加熱したままその場を離れることで植物油等が加

熱され過ぎることで発生する火災で、57件（27.9%）発生しています。着火物は「動植物油」及び

「砂糖、食料」が46件（80.7%）です。「可燃物が接触する」は、火のついたこんろの炎に可燃物が
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注 令和４年中における住宅火災の出火原因で 30 件以上発生したもの（上位 11 件）を掲載しています。令和４

年中における住宅火災の他の出火原因については、「第７章 １ 住宅火災」を参照して下さい。 
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「砂糖、食料」が46件（80.7%）です。「可燃物が接触する」は、火のついたこんろの炎に可燃物が

303

308 336

264

251
221

239

292
277

245

316

297
274

255

262
276 279

202
223

229
257

205

162
150

171

116
126

144

105
122

100

150

200

250

300

350

ガステーブル

たばこ

放火

 

注 令和４年中における住宅火災の出火原因で 30 件以上発生したもの（上位 11 件）を掲載しています。令和４

年中における住宅火災の他の出火原因については、「第７章 １ 住宅火災」を参照して下さい。 
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図３ 住宅火災の出火原因の推移
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接触することで発生する火災で、45件（22.1%）発生しています。最も多い着火物は「着衣」が28

件（62.2%）となっており、調理中に人の着衣がこんろの炎に接触すること等により着火する火災

が約６割を占めています。「引火する」は、ガステーブルで調理している最中に殺虫剤を噴射した

際のガスやスプレー缶等のガス抜きで噴出したガスに引火すること等により出火する火災で、25件

（12.3%）発生しています。着火物は「ＬＰＧ（エアゾール用）」及び「ＬＰＧ（カセット用）」が

18件（72.0%）です。「接炎する」は、火のついたこんろの近くにある可燃物に着火すること等によ

り出火する火災で、22件（10.8%）発生しています。着火物は、紙製品、布きん等の繊維製品、ご

みくず等の他、こんろ部と壁等との離隔距離※が取れていないことにより壁等が焼損する火災も発

生しています。「考え違いにより使用を誤る」は、火のついたこんろの上に、電気ケトルなどの電

気製品を金属製やかんと勘違いして加熱すること等により出火する火災で、19件（9.3%）発生して

います。「過熱」は、加熱により可燃物が高温になることで出火する火災（その場を離れていない

ことが条件）で、12件（5.9%）発生しています。着火物は「動植物油」が９件（75.0%）です。「誤

ってスイッチが入る（入れる）」は、器具のスイッチなどを、人為的に間違えて入れた場合や、人

や物が接触したときに器具のスイッチが入ることでこんろ上に置いていたものに着火する火災で、

10件（4.9%）発生しています。着火物は、紙製品、台所用品及び電気製品等があります。 
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１参照） 

(ｱ) こんろ部 

令和４年中にガステーブルのこんろ部で発生した火災をみたものが表３です。「放置・忘れる」

は、天ぷら調理のための植物油や煮物等の食材を加熱したままその場を離れることで植物油等が加

熱され過ぎることで発生する火災で、57件（27.9%）発生しています。着火物は「動植物油」及び

「砂糖、食料」が46件（80.7%）です。「可燃物が接触する」は、火のついたこんろの炎に可燃物が

303

308 336

264

251
221

239

292
277

245

316

297
274

255

262
276 279

202
223

229
257

205

162
150

171

116
126

144

105
122

100

150

200

250

300

350

ガステーブル

たばこ

放火

 

注 令和４年中における住宅火災の出火原因で 30 件以上発生したもの（上位 11 件）を掲載しています。令和４

年中における住宅火災の他の出火原因については、「第７章 １ 住宅火災」を参照して下さい。 

19

12

27 27 24
27

35 32
43

58

77 75

51

67 68

52
57

44
46

55

4 0 4

22

8

19
19

38

49

45

29 30

26
21 23

29 30

21

41

43

37

23

30 29
29

24 22

31

45
39

39

32

51

37
43 28

45

52

33 37

28 26
28 28

46

26

26

33

29

34

6 4
6 7

5

15
11

21

45

37

0

10

20

30

40

50

60

70

80

25年 26年 27年 28年 29年 30年 元年 2年 3年 4年

電子レンジ 電気ストーブ 充電式電池

差込みプラグ コンセント ガスこんろ

コード ブタンガストーチバーナ

図３ 住宅火災の出火原因の推移

 
 

トピックス　5



6 第１章 火災の概要 

                                               

 表３ ガステーブル（こんろ部）火災の経過・着火物別火災件数（令和４年中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経過が「放置する・忘れる」及び「過熱」の火災は、加熱したままその場を離れたり、必要以上

に加熱することで出火する火災です。令和４年中に経過が「放置する・忘れる」又は「過熱」によ

りガステーブルのこんろ部で発生した火災は 69 件（33.8%）発生しており、ガステーブル火災の約

３割を占め、さらにその着火物の約６割が動植物油です。この火災を未然に防ぐ有効な手段の一つ

として、「調理油過熱防止装置」があげられます。この装置は、バーナ中心部のセンサーが鍋底の

温度を感知し、高温になると自動的に作動して動植物油の発火を防ぐものです（写真２参照）。ガ

ステーブルのこんろ部で発生した火災における調理油過熱防止装置の作動状況をみたものが表４で

す。調理油過熱防止装置が設置されていないガステーブルで出火した火災が 41 件（59.4%）、一部

のこんろに調理油過熱防止装置が設置されているガステーブルで調理油過熱防止装置が設置されて

いない側のこんろで出火した火災が 28 件（40.6%）発生しています。調理油過熱防止装置が設置さ

れているこんろで出火した火災は発生していません。 

平成 20 年 10 月から、家庭用ガスこんろ（カセットこんろを除く。）を「ガス事業法」及び「液

化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律」によって規制対象製品に指定し、全ての

バーナに「調理油過熱防止装置」及び「立ち消え安全装置」の設置を義務化し、安全性の強化が図
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あ
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導
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熱
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る

そ
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他

・

不

明

合 計 204 57 45 25 22 19 12 10 6 2 6

動 植 物 油 48 33 - - - - 9 - 6 - -

着 衣 29 - 28 - - - - 1 - - -

台 所 用 品 17 3 6 - 1 5 - 2 - - -

Ｌ Ｐ Ｇ （ エ ア ゾ ー ル 用 ） 15 - - 15 - - - - - - -

砂 糖 ・ 食 料 15 13 - - - - 2 - - - -

電 気 製 品 12 - - - - 8 - 2 - - 2

繊 維 製 品 ・ し ゅ ろ ほ う き 12 3 4 - 4 - - - - - 1

そ の 他 の 紙 ・ 紙 製 品 11 - 3 - 5 - - 3 - - -

そ の 他 の 合 成 樹 脂 及 び 成 型 品 8 1 - - 1 5 - 1 - - -

都 市 ガ ス 6 - - 5 - 1 - - - - -

油 か す 4 2 - - 1 - 1 - - - -

新 聞 紙 ・ ち ら し 4 - 1 - 2 - - 1 - - -

ご み く ず 4 1 1 - 1 - - - - - 1

Ｌ Ｐ Ｇ （ カ セ ッ ト 用 ） 3 - - 3 - - - - - - -

日 用 雑 貨 3 - - - 2 - - - - - 1

合 成 樹 脂 壁 3 - - - 3 - - - - - -

本 ・ 雑 誌 2 - 1 - 1 - - - - - -

板 張 り ・ ベ ニ ヤ 2 - - - - - - - - 2 -

そ の 他 4 1 1 1 1 - - - - - -

不 明 2 - - 1 - - - - - - 1

注 放火・火遊びの火災件数を除いています。 
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に加熱することで出火する火災です。令和４年中に経過が「放置する・忘れる」又は「過熱」によ

りガステーブルのこんろ部で発生した火災は 69 件（33.8%）発生しており、ガステーブル火災の約

３割を占め、さらにその着火物の約６割が動植物油です。この火災を未然に防ぐ有効な手段の一つ

として、「調理油過熱防止装置」があげられます。この装置は、バーナ中心部のセンサーが鍋底の

温度を感知し、高温になると自動的に作動して動植物油の発火を防ぐものです（写真２参照）。ガ

ステーブルのこんろ部で発生した火災における調理油過熱防止装置の作動状況をみたものが表４で

す。調理油過熱防止装置が設置されていないガステーブルで出火した火災が 41 件（59.4%）、一部

のこんろに調理油過熱防止装置が設置されているガステーブルで調理油過熱防止装置が設置されて

いない側のこんろで出火した火災が 28 件（40.6%）発生しています。調理油過熱防止装置が設置さ

れているこんろで出火した火災は発生していません。 

平成 20 年 10 月から、家庭用ガスこんろ（カセットこんろを除く。）を「ガス事業法」及び「液

化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律」によって規制対象製品に指定し、全ての

バーナに「調理油過熱防止装置」及び「立ち消え安全装置」の設置を義務化し、安全性の強化が図
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砂 糖 ・ 食 料 15 13 - - - - 2 - - - -

電 気 製 品 12 - - - - 8 - 2 - - 2

繊 維 製 品 ・ し ゅ ろ ほ う き 12 3 4 - 4 - - - - - 1

そ の 他 の 紙 ・ 紙 製 品 11 - 3 - 5 - - 3 - - -

そ の 他 の 合 成 樹 脂 及 び 成 型 品 8 1 - - 1 5 - 1 - - -

都 市 ガ ス 6 - - 5 - 1 - - - - -

油 か す 4 2 - - 1 - 1 - - - -

新 聞 紙 ・ ち ら し 4 - 1 - 2 - - 1 - - -

ご み く ず 4 1 1 - 1 - - - - - 1

Ｌ Ｐ Ｇ （ カ セ ッ ト 用 ） 3 - - 3 - - - - - - -

日 用 雑 貨 3 - - - 2 - - - - - 1

合 成 樹 脂 壁 3 - - - 3 - - - - - -

本 ・ 雑 誌 2 - 1 - 1 - - - - - -

板 張 り ・ ベ ニ ヤ 2 - - - - - - - - 2 -

そ の 他 4 1 1 1 1 - - - - - -

不 明 2 - - 1 - - - - - - 1

注 放火・火遊びの火災件数を除いています。 
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られています。令和４年中は発生していませんが、「調理油過熱防止装置」が設置されている側の

こんろでも火災が発生する場合があります。例としては、調理油が少量で急加熱された、センサー

や鍋底に油かすが付着していた、冷凍食材等が鍋底中央に接していたこと等があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４ ガステーブルのこんろ部で発生した火災における過熱防止装置の作動状況（令和４年中） 

 

 

(ｲ) グリル部 

 ガステーブルのグリル部で発生した火災をみたものが表５です。グリル部で発生した火災は「放

置する・忘れる」と「過熱」が 33 件（80.5%）で、着火物は「油かす」が 26 件（78.8%）です。ま

た、グリルのスイッチを誤って入れてしまうことにより出火する火災が 4 件（9.8%）発生していま

す。 
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（有側使用） 
- - - - - - - - - - 

一部こんろに設置 

（無側使用） 
28 - - 1 27 10 - 776 - 9 

すべてのこんろに

設置無 
41 1 - 1 39 156 9 5,384 - 6 

調理油過熱防止装置 

写真２ 調理油過熱防止装置 
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8 第１章 火災の概要 

                                               

表５ ガステーブル（グリル部）火災の経過・着火物別火災件数（令和４年中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガステーブル使用時における留意事項 

〇 調理中は離れない。（離れる場合は必ず消火する。） 

〇 こんろ周りの整理整頓。 

〇 使用しないときはこんろの上に物を置かない。 

〇 可燃性ガスを使用したスプレー缶の噴射やガス抜きをしない。 

〇 点火スイッチのロック機構の活用や元栓の閉鎖を実施する。 

〇 着衣や可燃物を近づけない。 

〇 こんろ周辺やグリル内の油かすは、使用の都度清掃して除去する。 

〇 調理油過熱防止装置が設置されているこんろを使用する。 

〇 製品の取扱説明書を確認し、壁から必要な離隔距離をとる。 

 

イ 電子レンジ 

電子レンジは、庫内に入れた食材をマイクロ波で振動させて加熱する便利な調理器具ですが、使

用方法を誤ると出火する危険性があります。令和４年に電子レンジから出火した火災は 58 件で前

年と比べ 15 件増加し、最近 10 年間では最も多くなっています。最近 10 年間の電子レンジにより

火災に至った経過別の状況を見たものが図４です。火災に至った経過別にみると、食品等を長時間

加熱し過ぎることによる「過熱する」と、電子レンジ調理不可のアルミ製の包装ごと加熱すること

等による「考え違いにより使用を誤る」の２つで 223 件（73.4%）発生しています。火災に至った

経過が「過熱する」の出火要因別状況を見たものが図５です。食品の加熱のし過ぎなど取扱い方法

不良によるもの 153 件(87.4%)、清掃不良などにより庫内の食品かすから出火するなど維持管理不

適によるものが 12 件(6.9%)発生しています。 

また、令和４年中の電子レンジ火災で「過熱する」により出火した 40 件の内、出火した食材等

が特定できた 36 件の状況をみたものが表６です。出火した食材として冷凍食品が最も多く、繰り

返し加熱すること等により出火しています。 
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合 計 41 19 14 4 2 2

油 か す 30 13 13 2 - 2

砂 糖 ， 食 料 6 5 1 - - -

Ｌ Ｐ Ｇ （ カ セ ッ ト 用 ） 2 - - - 2 -

動 植 物 油 1 1 - - - -

台 所 用 品 1 - - 1 - -

そ の 他 の 合 成 樹 脂 及 び 成 型 品 1 - - 1 - -
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表５ ガステーブル（グリル部）火災の経過・着火物別火災件数（令和４年中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガステーブル使用時における留意事項 

〇 調理中は離れない。（離れる場合は必ず消火する。） 

〇 こんろ周りの整理整頓。 
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〇 着衣や可燃物を近づけない。 

〇 こんろ周辺やグリル内の油かすは、使用の都度清掃して除去する。 

〇 調理油過熱防止装置が設置されているこんろを使用する。 

〇 製品の取扱説明書を確認し、壁から必要な離隔距離をとる。 
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10.2％
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表６ 電子レンジ火災で「過熱する」により出火した食材等の状況（令和４年中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子レンジ使用時における留意事項 

〇 電子レンジの取扱説明書や食品に表示されている調理方法等よく確認する。 

〇 調理時間の表記がないものは加熱時間を長めに設定せずに、食品の様子を見ながら加熱する。 

〇 冷凍食品などは、必ず「袋ごとレンジ不可」など包装の表示を確認する。 

〇 普段から電子レンジの周囲には、可燃物を置かないようにする。 

 

 

 

 

 

出 火 し た 食 材 等 
火災件数 

（34 件） 

食

材 

冷 凍 食 品 10 

い も 類 8 

パ ン 類 3 

そ の 他 の 食 品 7 

紙 類 3 

繊 維 製 品 2 

油 か す 1 

図４ 電子レンジ火災の経過別状況（最近 10 年間）  

取扱方法不良

（食品の加熱しすぎなど）

153件 87.4%

維持管理不適

（庫内の清掃不良など）

12件 6.9％

その他

10件 5.7%

175件

図５ 電子レンジ火災の出火要因別状況
（最近 10 年間）  
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ウ ブタンガストーチバーナ 

ここでいうブタンガストーチバーナとは、簡易型ガスこんろ用燃料ボンベ（通称：カセットボン

ベ）に、点火装置と炎口が付属している本体を接続し、ガス流量と空気取入量を調節しながら点火

装置（イグナイタ）で着火する器具です。近年は一般家庭にも普及し、料理の調理レシピ等に紹介

され、炙り料理や菓子作り等で使用されています。カセットボンベには燃料のガスが加圧・液化し

た状態で充填されており、その炎の温度は1000℃以上に達します。異常燃焼やガス漏れ火災が起こ

ると消火が難しく、負傷したり、カセットボンベが破裂する危険性も潜んでいます。 

過去10年の出火要因別状況を見たものが図６です。過去10年の出火要因を見てみると、「取扱不

適」は毎年同程度発生しているのに対し、製品の欠陥等に起因して出火する「構造機構不良・改悪

する」は近年増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブタンガストーチバーナ使用時における留意事項 

〇 製品の取扱説明書をよく読み使用方法を確認する。 

〇 接続不良や製品の不具合でガスが漏れていないか使用前後に点検する。 

〇 インターネット販売サイト等で極端な廉価で販売されている製品の中には、加工精度が低

く、取扱説明書が不十分である等、火災発生のリスクが高いものもあるので注意する。 

〇 製品にメーカー名が記載されておらず、火災が起きた際の連絡が困難なものもあるので、購

入する際は慎重に検討する。 

〇 一般財団法人日本ガス機器検査協会（JIA）により技術上の基準を満たした製品には、「JIA

認証マーク」が表示されているため、購入する際の目安にする。 

 

 

⑵ たばこ 

たばこの火種を可燃物に接触させても、すぐに炎は立ち上がりません。着火物となる可燃物がし

ばらく無炎燃焼を継続し、風による空気の流入等により炎が立ち上がります。火種が接触してから

数時間後に出火することもあるので、就寝時や外出時には特に注意が必要です。令和４年中にたば

こが原因で発生した住宅火災について、経過別に出火箇所をみたものが表７です。出火箇所として
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図６ ブタンガストーチバーナ火災の出火要因の推移（最近10年間） 
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居室が118件（51.5%）、ベランダが67件（29.3%）、キッチン等が25件（10.9%）となっています。ま

た、経過別の喫煙時の状況をみたものが表８です。休憩中が53件（23.1%）で最も多く発生してい

ます。住宅で出火したたばこ火災229件のうち、出火に至った時間が不明の44件を除いた185件につ

いて時間経過別に着火物を見たものが表９です。着火物で最も多いのはごみくずで、102件（55.1%）

発生しています。また、出火に至るまでの時間が１時間以上経過してから出火する火災が、61件

（33.0%）発生しています。 

 

表７ たばこ火災の経過別出火箇所の状況（令和４年中） 

 

表８ たばこ火災の経過別の喫煙時の状況（令和４年中） 

経 過 

合
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喫 煙 時 の 状 況 

休

憩

中 

外

出

時 

就

寝
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勤
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飲
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床
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飲
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着

替

え

中 

調

理

中

（

炊

事

中

） 

家

事

従

事

中 

そ

の

他 

不

明 

合 計 229 53 41 30 10 10 10 5 3 2 2 2 1 1 25 34 

不適当な処に捨てる 137 34 30 12 7 4 7 5 3 2 2 2 1 - 16 16 

火 源 が 落 下 す る         86 16 10 18 3 6 3 - - - - - - 1 8 17 

火 源 が 接 触 す る         2 1 1 - - - - - - - - - - - - - 

接 炎 す る 2 2 - - - - - - - - - - - - - - 

火 源 を 収 納 す る 1 - - - - - - - - - - - - - 1 - 

不 明 1 - - - - - - - - - - - - - - 1 

 

 

 

 

経 過 

合

計 

出 火 箇 所 

居

室 

ベ

ラ

ン

ダ 

キ

ッ

チ

ン

等 

建
物
の
部
分
・
空
家
等 

便

所

・

浴

室

等 

廊

下

・

階

段

等 

玄

関 

合 計 229 118 67 25 9 5 3 2 

不 適 当 な 処 に 捨 て る 137 43 58 19 8 4 3 2 

火 源 が 落 下 す る         86 70 9 5 1 1 - - 

火 源 が 接 触 す る         2 2 - - - - - - 

接 炎 す る 2 2 - - - - - - 

火 源 を 収 納 す る 1 - - 1 - - - - 

不 明 1 1 - - - - - - 
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ベ）に、点火装置と炎口が付属している本体を接続し、ガス流量と空気取入量を調節しながら点火

装置（イグナイタ）で着火する器具です。近年は一般家庭にも普及し、料理の調理レシピ等に紹介

され、炙り料理や菓子作り等で使用されています。カセットボンベには燃料のガスが加圧・液化し

た状態で充填されており、その炎の温度は1000℃以上に達します。異常燃焼やガス漏れ火災が起こ

ると消火が難しく、負傷したり、カセットボンベが破裂する危険性も潜んでいます。 

過去10年の出火要因別状況を見たものが図６です。過去10年の出火要因を見てみると、「取扱不

適」は毎年同程度発生しているのに対し、製品の欠陥等に起因して出火する「構造機構不良・改悪

する」は近年増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブタンガストーチバーナ使用時における留意事項 

〇 製品の取扱説明書をよく読み使用方法を確認する。 

〇 接続不良や製品の不具合でガスが漏れていないか使用前後に点検する。 

〇 インターネット販売サイト等で極端な廉価で販売されている製品の中には、加工精度が低

く、取扱説明書が不十分である等、火災発生のリスクが高いものもあるので注意する。 

〇 製品にメーカー名が記載されておらず、火災が起きた際の連絡が困難なものもあるので、購

入する際は慎重に検討する。 

〇 一般財団法人日本ガス機器検査協会（JIA）により技術上の基準を満たした製品には、「JIA

認証マーク」が表示されているため、購入する際の目安にする。 

 

 

⑵ たばこ 

たばこの火種を可燃物に接触させても、すぐに炎は立ち上がりません。着火物となる可燃物がし

ばらく無炎燃焼を継続し、風による空気の流入等により炎が立ち上がります。火種が接触してから

数時間後に出火することもあるので、就寝時や外出時には特に注意が必要です。令和４年中にたば

こが原因で発生した住宅火災について、経過別に出火箇所をみたものが表７です。出火箇所として

1 1 1 3
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図６ ブタンガストーチバーナ火災の出火要因の推移（最近10年間） 

3 

トピックス　11



12 第１章 火災の概要 

                                               

表９ たばこ火災の出火に至った時間経過と着火物（令和４年中） 

出 火 に 至 る ま で の 時 間 

合

計 

着 火 物 

ご

み

く

ず 

繊

維

類 

紙

・

紙

製

品 

く

ず

類 

家

具

類 

床

材 

合

成

樹

脂

・ 

合
成
樹
脂
製
品 

不

明 

そ

の

他 

合 計 185 102 44 18 5 4 4 3 5 

1 時 間 未 満 124 72 26 14 4 1 2 3 2 

1 時 間 以 上 2 時 間 未 満 33 15 11 2 - 1 1 - 3 

2 時 間 以 上 3 時 間 未 満 12 7 2 - 1 1 1 - - 

3 時 間 以 上 4 時 間 未 満 5 2 1 2 - - - - - 

4 時 間 以 上 5 時 間 未 満 6 4 2 - - - - - - 

5 時 間 以 上 6 時 間 未 満 3 1 2 - - - - - - 

6 時 間 以 上 2 1 - - - 1 - - - 

 

 

在宅酸素療法で酸素吸入器を使用中の患者が、喫煙する際に吸入器にたばこやライターなどの火

を近づけることで出火することがあります。酸素は燃焼の三要素（点火源、可燃性物質、酸素）の

１つで、酸素の濃度が高くなると燃焼は激しくなります。通常では炎を出さずに燃焼するたばこも、

酸素濃度が高くなると炎を出して燃焼します。ライターの他、たばこ等の微小火源であっても急激

に燃焼し、吸入器のチューブに着火することで、その炎が導火線のように燃え進みます。酸素流量

が多くなると燃焼がさらに激しくなり、チューブが溶解・破断して、着衣に燃え移る危険性が高ま

り、火災による死傷者が発生しやすくなります。過去10年間における在宅酸素療法による酸素吸引

器使用中の火災をみたものが表10、死傷者の年齢区分別状況をみたものが表11です。過去10年で火

災が15件発生し、死者２人、負傷者20人が発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 出火に至った時間が不明の 44 件を除いています。  

 

 

 

6 時 間 以 上
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注 出火に至った時間が不明の 44 件を除いています。  
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表10 酸素吸引器使用中の火災の年別火災状況（最近10年間） 

年

別 

火 災 種 別 損 害 状 況 

合

計 

建 物 焼

損

床

面

積 

 
 

 
 

(

㎡)
 

焼

損

表

面

積 

 
 

 
 

(

㎡)
 

死

者 

負

傷

者 

小

計 

全

焼 

半

焼 

部

分

焼 

ぼ

や 

合計 15 15 - - 2 13 57 55 2 20 

25 年 - - - - - - - - - - 

26 年 2 2 - - 1 1 1 - 1 2 

27 年 1 1 - - - 1 - - - 1 

28 年 3 3 - - - 3 - - - 3 

29 年 1 1 - - - 1 - - - 1 

30 年 1 1 - - - 1 - - - 3 

元年 1 1 - - - 1 - - - 1 

２年 1 1 - - - 1 - - - 2 

３年 2 2 - - - 2 - - 1 - 

４年 3 3 - - 1 2 56 55 - 7 

 

 

表11 酸素吸引器使用中の火災における死傷者の年齢区分別状況（最近10年間） 

 

 

 

 

 

 

 

年 齢 区 分 死 者 

負 傷 者 

小 計 重 篤 重 症 中 等 症 軽 症 

合 計 2 20 1 3 6 10 

0  ― 1 9 歳 - 1 - - - 1 

2 0 ― 6 4 歳 - 7 - 2 1 4 

高

齢

者 

前 期 高 齢 者 

（ 6 5 歳― 7 4 歳） 
1 5 - - 3 2 

後 期 高 齢 者 

（ 7 5 歳 以 上 ） 
1 7 1 1 2 3 
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たばこ火災の留意事項 

〇 寝たばこは絶対にしない。 

〇 くわえたばこで作業をしない。 

〇 火災を防ぐためには、手に持ったまま歩き回らずに決められた場所で喫煙する。 

〇 吸い殻を水につける等完全に消えたことを確認した後に廃棄する。 

〇 灰皿やごみ箱に溜まった吸い殻に着火して出火することが多いため、吸い殻は、灰皿に溜め

ず、ごみ箱に捨てない。 

〇 喫煙した後に就寝や外出する際には吸い殻の状況を確認する。 

〇 酸素吸入器使用中の喫煙は死傷者が発生しやすいため、使用中は吸入器にたばこやライタ

ーなどの火を近付けたり、近くで火気を使用しない。 

 

 

⑶ 放火 

放火による火災は、人が立ち入ることができる場所である以上、どこでも発生する可能性があり

ます。住宅における放火火災について、着火物別の放火された場所（出火箇所）を見たものが表 12

です。放火された場所は居住関係が最も多く 66 件（54.1%）発生しています。着火物別でみると紙・

紙製品によるものが 42 件（34.4%）発生しています。また、時間別発生状況を見たものが図７です。

放火火災は他の火災に比べて、午前１時から３時台の時間帯に出火する割合が高くなっています。 

 

表 12 着火物別放火場所（出火箇所）（令和４年中） 

放 火 場 所 

（ 出 火 箇 所 ） 

合

計 

紙
・
紙
製
品 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

繊

維

類 

合

成

樹

脂
・ 

合
成
樹
脂
製
品 

ご

み

く

ず 

く

ず

類 

引

火

物

類 

床

材 

建

具 

山
林
原
野
に

あ

る

も

の 

不

明 

合 計 122 42 34 16 14 3 2 2 1 1 7 

居 住 関 係 66 22 25 5 6 1 1 - 1 - 5 

共 用 関 係 41 20 5 7 4 2 - 1 - - 2 

ベ ラ ン ダ ・ 屋 上 等 5 - 3 1 - - 1 - - - - 

建 物 の 外 周 部 4 - 1 2 1 - - - - - - 

車 庫 ・ 駐 車 場 3 - - - 2 - - - - - - 

倉 庫 ・ 物 置 2 - - - 2 - - - - - - 

事務室・居室等の人の集まる箇所 1 - - - - - - 1 - - - 
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製
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注 出火時が不明の 20 件を除いています。 

 

放火火災の留意事項 

〇 人が立ち入ることができる場所には、着火しやすい物を置かずに整理整頓を心掛る。 

〇 防犯カメラを設置する。 

 

 

⑷ 暖房機器の火災 

寒くなると電気を熱源とするストーブや石油を燃料とする石油ファンヒータ、石油ストーブなど

様々な暖房器具を利用する機会が増えます。特に電気ストーブは、他の暖房器具に比べて炎が出な

いことや給油の手間がかからないことから手軽に利用されていますが、取扱方法を誤ることにより

火災が多く発生しているので注意が必要です。最近 10 年間の暖房機器の火災状況を見たものが図

８です。令和４年中は電気ストーブの火災が 55 件（39.6%）で最も多く発生しています。また、過

去 10 年間において、それぞれの暖房器具から出火した火災の経過別状況を見たものが表 13 です。

電気ストーブの火災では、ヒータ部分に掛布団等の可燃物が接触して出火する「可燃物が接触する」

が 509 件（63.9%）発生しています。また、石油ストーブ、石油ファンヒータ及びガスファンヒー

タの火災では、スプレー缶を噴射した際のガスやスプレー缶が加熱されて破裂した際に噴出したガ

スに引火すること等により出火する「引火する」が最も多く、それぞれ 34 件、29 件及び 28 件発

生しています。 
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図７ 放火火災の時間別発生状況（令和４年中）

住宅火災の放火火災

住宅火災の一般火災

住宅火災の件数に占める放火火災の割合
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表 13 暖房機器火災の経過別状況（最近 10 年間） 
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す
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燃
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落
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す
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が
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ン

グ 

可

燃
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そ

の

他 

不

明 

合 計 1,331 550 113 108 59 58 51 50 41 255 46 

電 気 ス ト ー ブ 592 419 6 3 29 30 5 5 14 62 19 

石 油 ス ト ー ブ 136 13 - 34 13 - - - 16 53 7 

カ ー ボ ン ヒ ー タ 122 61 4 - 6 19 2 1 4 23 2 

ハ ロ ゲ ン ヒ ー タ 51 25 2 - 1 5 3 1 5 8 1 

そ の 他 430 32 101 71 10 4 41 43 2 109 17 
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図８ 暖房機器火災の年別発生状況（最近10年間）

電気ストーブ カーボンヒータ

石油ストーブ ガスファンヒータ

温風機 石油ファンヒータ

ハロゲンヒータ その他

(件) 

注 発火源のその他には、冷暖房機、カーペット類、電気こたつなどが含まれています。 

 

 

 

注 その他には、冷暖房機、カーペット類、電気こたつなどが含まれています。 

 

 

 

（件）
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温風機 石油ファンヒータ
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注 発火源のその他には、冷暖房機、カーペット類、電気こたつなどが含まれています。 

 

 

 

注 その他には、冷暖房機、カーペット類、電気こたつなどが含まれています。 
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暖房器具使用時における留意事項 

〇 暖房機器を使用する際は近くに可燃物やスプレー缶等を置かない 

〇 電気的な原因による火災も多く発生しているため、電気を使用する暖房機器は、コードやプ

ラグ等を定期的に点検する。 

 

⑸ コンセント、コード及び差込みプラグの火災 
電気は、生活に必要不可欠なエネルギーとして社会の隅々に深く浸透していますが、電気や電気

製品にかかわる火災は、東京消防庁管内で毎年多く発生しており、全火災件数に占める割合も近年

大きく増加しています。住宅で使用している電気設備機器において、配線器具類である、コンセン

ト、コード（テーブルタップ、コードコネクタ、コードリールのコードなどの設備、器具等に付随

しないコード）及び差込みプラグ（器具付きコードの差込みプラグを除く。）から出火する火災は

出火原因の上位にあり、近年増加傾向にあります。最近 10 年間の住宅におけるコンセント、コー

ド及び差込みプラグの火災の年別発生状況をみたものが図９です。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37

23
30 29 29

24 22
31

45
39

28

26

28 28

46

26 26

33

29
34

29

30

26
21

23

29 30

21

41 43

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

25年 26年 27年 28年 29年 30年 元年 2年 3年 4年

（件）

図９ コンセント、コード及び差込みプラグ火災の年別発生状況（最近10年間）

差込みプラグ コード コンセント

注１ コードは、設備、器具等に付随しないコード（テーブルタップ、コードコネクタ、コードリールの  

  コードなど）をいう。 

 ２ 差込みプラグは、器具付きコードの差込みプラグを除く。 
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最近 10 年間のコンセント、コード及び差込みプラグの火災 906 件について、火災に至った経過別

の状況をみたものが表 14 です。 コンセントの火災は、コンセント内部の接続部の緩み等による発

熱で出火する「金属の接触部が過熱する」が 231 件（74.8％）となっています。コードの火災は、

絶縁被覆が損傷して短絡すること等により出火する「電線が短絡する」が 217 件（71.4％）で最も

多く、次いでコードが折れ等により素線のうちの何割かが切断状態で、その部分が発熱して出火す

る「半断線により発熱する」が 45 件（14.8％）となっています。差込みプラグの火災は、差込みプ

ラグの差し刃間等がグラファイト化して出火する「トラッキング」が 147 件（50.2％）、可動箇所が

あるプラグの可動部分等が損傷して発熱することにより出火する「金属の接触部が過熱する」が 99

件（33.8％）となっています。 

 

表 14 コンセント、コード及び差込みプラグ火災に至った経過別状況（最近 10 年間） 
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（
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が

流

れ

る 

そ
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不

明 

合 計 906 352 262 170 51 36 15 20 

コ ン セ ン ト 309 231 27 22 1 15 5 8 

コ ー ド 304 22 217 1 45 9 4 6 

差 込 み プ ラ グ 293 99 18 147 5 12 6 6 

 

最近 10 年間のコンセント、コード及び差込みプラグの火災 906 件について、火災に至った要因

別の状況をみたものが表 15 です。火災に至った要因については、コードが家具の下敷きになるこ

とや絶縁被覆が劣化したコードを使用すること等の「維持管理不適」、コード部分を無理に引っ張

ることやコンセントの定格消費電力以上の電気設備機器を使用すること等の「取扱方法不良」が多

く、この２つの要因が 755 件（83.9%）となっています。 

 

表 15 コンセント、コード及び差込みプラグ火災の出火要因別状況（最近 10 年間） 
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合 計 906 594 161 31 13 12 75 20 

コ ン セ ン ト 309 190 57 11 1 6 36 8 

コ ー ド 304 185 58 17 11 3 24 6 

差 込 み プ ラ グ 293 219 46 3 1 3 15 6 
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配線器具類火災における留意事項 

〇 器具の破損、変形、変色等の火災の前兆となる状況を早期に捉えるため、普段から、使用し

ているコンセント、コード、 差込みプラグなどの点検や清掃を行う。 

〇 特に家具の裏側やカーペットの下等の見えにくい場所は特に注意する。 

〇 日常使用していない器具は、差込みプラグをコンセントから抜いておく。 

〇 テーブルタップに色々なプラグを差して使用する「たこ足配線」はしない。 

 

 

⑹ 充電式電池の火災 

最近10年間の充電式電池から出火した火災の状況をみたものが表16です。令和４年中における充

電式電池の火災は45件発生し、その多くはモバイルバッテリやポータブル電源等のリチウムイオン

電池を搭載した製品から出火しており、近年増加傾向にあります。一方、火災統計上の発火源であ

る「充電式電池」以外においても、リチウムイオン電池を搭載した製品から出火する火災が多く発

生しています。発火源「充電式電池」の火災件数のみではリチウムイオン電池を搭載した製品から

出火した火災の実態を把握できないことから、リチウムイオン電池を搭載した製品内部から出火し

た火災を「リチウムイオン電池関連火災」として抽出し、急増するリチウムイオン電池の火災の状

況を紹介します。 

リチウムイオン電池は、繰り返し充電、放電できる電池で、二次電池の一つです。この電池は、

主に小型で大量の電力を必要とする製品（スマートフォン、コードレス掃除機、ノートパソコンな

ど）に使用され、他の二次電池と比べて高容量、高出力、軽量という特徴があります。リチウムイ

オン電池は、電解液として可燃性の有機溶剤を使用しているため、落下等による衝撃により内部の

正極板と負極板が短絡し、急激に加熱後、揮発した有機溶剤に着火して出火することがあります。 

令和４年中におけるリチウムイオン電池関連火災状況をみたものが表17、住宅火災における製品

用途別火災状況をみたものが図10です。令和４年中のリチウムイオン電池関連火災の件数は79件で、

部分焼以上の火災や死傷者が発生する火災も発生しています。製品用途別火災では、モバイルバッ

テリ、スマートフォン、掃除機、電動アシスト自転車からの出火が多く、少なくとも24種類の製品

から出火しています。 
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表 16 充電式電池火災の発生状況（最近 10 年間） 

年
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火 災 件 数 損 害 状 況 

合
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全
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半

焼 

部

分
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ぼ
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焼
損
床
面
積 

 
 

 

（
㎡
） 

焼
損
表
面
積 

 
 

 

（
㎡
） 

死

者 

負

傷

者 

25 年 4 - - 1 3 - 4 - - 

26 年 - - - - - - - - - 

27 年 4 - - - 4 - 4 - - 

28 年 22 - - 5 17 68 22 - 10 

29 年 8 - - 4 4 22 8 - - 

30 年 19 - - 1 18 15 19 - 1 

元年 19 1 1 1 16 161 19 - 5 

2 年 38 - 1 5 32 89 38 - 1 

3 年 49 - 2 6 41 107 49 - 19 

4 年 45 2 - 8 35 272 45 1 32 

 

表 17 リチウムイオン電池関連火災の発生状況（令和４年中） 
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図 10 住宅火災におけるリチウムイオン電池関連火災の製品用途別火災状況（令和４年中） 

 注 その他には、電動ガンバッテリ、ラジコンバッテリ、送風機、スマートウォッチ、電動エアポンプ、電動 

 モップ、バランススクーター、高圧洗浄機、ルータ、防犯カメラ用モニタ、美顔器、オーディオプレイヤー 

 が含まれます。 
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図 10 住宅火災におけるリチウムイオン電池関連火災の製品用途別火災状況（令和４年中） 

 注 その他には、電動ガンバッテリ、ラジコンバッテリ、送風機、スマートウォッチ、電動エアポンプ、電動 

 モップ、バランススクーター、高圧洗浄機、ルータ、防犯カメラ用モニタ、美顔器、オーディオプレイヤー 

 が含まれます。 
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令和４年中のリチウムイオン電池関連火災の出火要因別状況をみたものが表18及び図11です。「製

品の欠陥」は、製品自体の欠陥により製品から出火する火災で14件（17.9%）発生しています。「分

解等」は、製品のリチウムイオン電池を取り出そうと分解した際に電池を損傷させ内部で短絡する

こと等で発生する火災で11件（14.1%）発生しています。「充電方法誤り」は、専用の充電器を使用

しなかったため、過充電となって発熱し電池内部で短絡すること等により出火する火災で８件（10.3%）

発生しています。「衝撃等」は、製品を落下させた衝撃で電池内部で短絡すること等により出火す

る火災で３件（3.9%）発生しています。出火要因を見ると、分解や落下による衝撃、誤充電等の使

用者の明らかな誤使用に基づくものの他に、製品の欠陥により製品から突然出火する火災も発生し

ています。 

 

表 18 住宅におけるリチウムイオン電池関連火災の出火要因別発生状況（令和４年中） 

出 火 要 因 

合

計 

モ

バ

イ

ル

バ

ッ

テ

リ 

携

帯

電

話

機 

（

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

） 

掃

除

機 

電

動

ア

シ

ス

ト

自

転

車 

ポ

ー

タ

ブ

ル

電

源 
ノ

ー

ト

パ

ソ

コ

ン 

電

動

工

具 

ワ

イ

ヤ

レ

ス

イ

ヤ

ホ

ン 

タ

ブ

レ

ッ

ト 

Ｌ

Ｅ

Ｄ

関

係 

ジ

ュ

ー

サ

ー 

電

気

シ

ェ

ー

バ

ー 

不

明 

そ

の

他 

合  計 79(10) 16 9(1) 9(6) 8 4 4 3(2) 3 3 3 2 2 1 12(1) 

製 品 の 欠 陥 

(リコール含む) 
14(1) - 1 2(1) 5 1 - - 2 - 1 - - - 2 

分 解 等 11 2 3 - - - 2 - - 2 - - - - 2 

充 電 方 法 誤 り 8 - - 1 1 1 - - - - - - 2 - 3 

衝 撃 等 3 - 3 - - - - - - - - - - - - 

そ の 他 2(1) - - 1(1) - - - - - - - - - - 1 

特 定 で き な い 41(8) 14 2(1) 5(4) 2 2 2 3(2) 1 1 2 2 - 1 4(1) 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

注 ( )内の数値は、各電気設備機器の製造メーカーと異なるメーカーが製造した「非純正品」のバッテリが

使用されていたものの内数です。 
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令和４年中のリチウムイオン電池関連火災において、出火した製品の入手方法別状況をみたも

のが図 12 です。入手方法別状況をみると、42 件（53.2%）がインターネットの販売サイト等で購

入した製品（メーカーから直接購入を除く。）から出火しています。 
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製品用途別出火前のバッテリの状況を見たものが表 19 です。出火時にバッテリに何らかの異常

があったものは 27 件（34.2%）であり、状況としては「充電できない」が７件（8.9%）、「ふくらみ」

が４件（5.1%）ありました。出火前に何も異常がなかったものは 52 件（65.8%）でした。 

 

 

表 19 製品用途別出火前のバッテリの状況（令和４年中） 

発 火 源 別 

合

計 

出 火 前 の バ ッ テ リ の 状 況 

特

に

な

し 

充
電
出
来
な
い 

ふ

く

ら

み 

不

明 
そ

の

他 

合  計 79 52 7 4 9 7 

モ バ イ ル バ ッ テ リ 16 10 - 2 2 2 

携帯電話（スマートフォン） 9 5 2 - 1 1 

掃 除 機 9 9 - - - - 

電 動 ア シ ス ト 自 転 車 8 4 2 - 1 1 

ノ ー ト パ ソ コ ン 4 3 - 1 - - 

ポ ー タ ブ ル 電 源 4 3 - - - 1 

電 動 工 具 3 1 1 - 1 - 

ワ イ ヤ レ ス イ ヤ ホ ン 3 1 - - 2 - 

タ ブ レ ッ ト 3 2 - 1 - - 

Ｌ Ｅ Ｄ 機 器 3 3 - - - - 

電 気 シ ェ ー バ ー 2 2 - - - - 

ジ ュ ー サ ー 2 1 1 - - - 

不 明 1 - - - 1 - 

そ の 他 12 8 1 - 1 2 

 

近年、インターネット等で、モバイルバッテリや互換性バッテリと称して販売されている製品か

ら出火する火災が発生しています。販売されている製品の中には、製品の欠陥により壊れて使えな

くなるだけでなく、出火して周辺の可燃物に延焼して大きな被害を発生させるものもあります。製

造会社の問合せ先がないものや、連絡先に連絡してもつながらないことがありますので、商品を購

入する際は慎重に検討しましょう。 
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24 第１章 火災の概要 

                                               

充電式電池及びリチウムイオン電池関連火災における留意事項 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

４ 住宅火災を予防するために 
本トピックスでは、住宅に潜む出火危険の主なものを紹介しましたが、他にも様々な出火危険が

存在します。火災を防ぐためには、自己の生活における行動や使用している生活用品にどのような

出火危険があるのかを認識し、出火のメカニズムを理解することが重要です。また、万が一それら

から出火したとしても、出火危険があるものの周辺を整理して、着火物や延焼媒体物となる可燃物

を置かなければ延焼拡大を抑制することができます。今後も新たな製品の開発や生活様式の変化に

伴い、これまで存在しなかった出火危険が出現する可能性があります。住宅に潜む出火危険を把握

することが火災を防ぐことにつながります。 

※ 本書「第７章 １ 住宅火災」においても、住宅火災について掲載していますので併せてご覧

ください。 

〇 使用する前に取扱説明書をよく確認する。 

〇 製品は落下等による衝撃を与えないよう適切に取り扱い、むやみに分解しない。 

〇 製造メーカーが指定する充電器やバッテリを使用する。 

〇 充電器の接続部が合致するからといって、充電電圧を確認せずに使用しない。 

〇 リチウムイオン電池の膨張、充電が最後までできない等の異常がある場合は使用をやめ、

製造メーカーや販売店に相談する。 

〇 製造メーカーの問合せ先の記載がないものは、販売店や製造メーカーの連絡先に連絡し

てもつながらないことがあるので、製品を購入する際には慎重に検討する。 
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